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第１９回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連絡会の概要 
 
〇開催日時 平成３１年３月１９日（火）１３３０～１４３０ 
〇場  所 京丹後市役所峰山庁舎 ２階会議室 
〇出 席 者 【京都府】総務部副部長、丹後広域振興局企画総務部長（局長代理） 
      【京都府警察本部】警備部警備第一課課長補佐（警備第一課長代理） 
      【京丹後警察署】警備課長（京丹後警察署長代理） 
      【京丹後市】副市長 
      【地域住民代表】京丹後市区長連絡協議会会長兼島津連合区長 
              宇川連合区長会会長 
              京丹後市防犯委員会会長 

京丹後市女性連絡協議会理事 
丹後町袖志区長 

              丹後町尾和区長 
      【米軍経ヶ岬通信所】第１４ミサイル防衛中隊長 
      【近畿中部防衛局】企画部長、管理部長、京丹後現地連絡所長 
 
〇近畿中部防衛局からの説明 
Ⅰ 経ヶ岬通信所における状況等 

（１）工事等の状況 

（２）交通事故の状況等 

Ⅱ 住民の安全・安心 

（１）交通安全に対する取組 

（２）交通誘導及び巡回警備 

Ⅲ 日米交流及び地域振興策の状況 

（１）日米交流等 

（２）まちづくりへの支援 

Ⅳ その他 

（１）近畿中部防衛局広報誌について 

 

○米軍経ヶ岬通信所挨拶 
・ 地域の代表者の皆様からの経ヶ岬通信所に対する多大なご支援に心から感謝申し上げる。今後、多

くの地域交流のイベントを主催、また地元の方々と一緒に参加することを楽しみにしている。 
・ 米陸軍工兵隊と工事業者は、生活関連施設の工事を進めている。経ヶ岬通信所の中隊長として、私

は地域の安心と安全を確保するため、工兵隊司令官と共に一生懸命努めていく。また、近畿中部防衛

局と共に、工事が順調に進むよう、工事の進捗状況の情報を地元責任者の方にお伝えしていくよう取

組んでいく。経ヶ岬通信所は常に地域の安全に重点を置いている。 
・ 経ヶ岬通信所は京丹後市内で毎年行っているイースターイベントの準備を始めている。地域の多
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くの方々のご参加いただき、素晴らしいイベントになることを望んでいる。また、経ヶ岬分屯基地司

令、福知山駐屯地司令との訓練におけるパートナーシップでも飛躍的進歩を遂げている。交通安全講

習会にご尽力いただいている京丹後警察署にも感謝申し上げる。 
・ 経ヶ岬通信所の中隊長としての主な責任の一つは、地域の安心・安全の確保である。また基地で働

く兵隊、請負会社社員及び日本人職員の安心・安全の確保にも責任を持つ。私は、全ての日本のルー

ル及び規則を守り、そして受入国との地域関係を強化していくことを最優先事項としている。 
・ 経ヶ岬通信所は、全ての基地職員に対し、安全運転の強化に努めている。私たちは先週近畿中部防

衛局が主催した運転講習会に参加した。安全運転の重要性を呼びかけるため、私たちは経ヶ岬通信所

チーム及び工事業者に対する安全運転の注意喚起を毎週継続して行っていく。 
・ 皆様の地元地域にて奉仕していくこと、またこれらのパートナーシップそして永続する友好関係

の構築を継続していくことを楽しみにしている。 
 
〇出席者の意見等の概要 
（１） 交通事故の状況等及び交通安全対策 
【意見要旨】 
・ 前回の連絡会で提供した地元区作成の交通安全マップについて、英訳の上、米側の関係者に周知

いただいたことに感謝する。今後も、地元として交通安全対策に協力させていただくのでよろしく

お願いする。                              （地域住民代表） 
・ 以前の連絡会では、軽微な物損事故等についても細かく情報提供されていたが、今回は、７月の

電柱破損事故を除いて、具体的な内容についての情報がない。これは、交通事故の情報提供の考え

方が変わったという理解でよいか。                    （地域住民代表） 
 

【回答要旨】 
・ 先ほどご説明したとおり、あってはならないことだが、万が一、飲酒運転など悪質なものや重大

な交通事故等が発生した場合は、情報収集に努め、これまで通り、速やかに関係者に情報提供する

とともに、事故の未然防止対策等を協議するため、その状況等をその都度の連絡会で報告させてい

ただきたいと考えている。 
  一方、我が国の政府や地方自治体の職員が物損や自損の交通事故を起こした場合に、当該事故の

具体的な内容等が公表されることは一般的になく、全国の他の米軍基地も同様である。こうした観

点から、物損事故等の具体的な内容について連絡会で報告することは今後控えさせていただきたい

と考えるが、交通安全対策の協議等の参考となるよう、物損事故等についても、その発生件数を今

後、その都度の連絡会で報告させていただきたいと考えている。      （近畿中部防衛局） 
 

【意見要旨】 
・ 地元としても、交通事故の実態と特性を把握することは、効果的な交通安全対策を講じていく上

で重要だと考えている。少なくとも自治体の方には、どこでどういう事故があったという情報を提

供してもらえれば、危険な場所へのカーブミラーや路面上の減速マーク設置等、効果的な対策を講

じることができるのではないか。いずれにしても、米軍と防衛局、警察、地元住民が連携し、協議
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しながら交通安全対策を講じていくことが、本連絡会の設置の趣旨にも合致すると考える。 
    （地域住民代表） 

 
【回答要旨】 
・ 当局としては、このような交通事故の状況を踏まえ、ドライブシミュレーターを使用した交通安

全講習会や、地元区が作成した交通安全マップを米側に提供し周知する等、交通事故の未然防止に

資するよう取組を続けており、今後も皆様のご意見をいただきながら、より一層効果的な対策に取

り組んでいきたい。                          （近畿中部防衛局） 
 

【意見要旨】 
・ 昨年２月の連絡会以降、交通事故についての情報提供がなかったことは誠に遺憾である。今後、

連絡会での交通安全対策の協議に支障が出ることがないよう、防衛局の責任において、関係者に対

し、必要な情報を適切に提供していただきたい。 
  なお、３０年４月に発生した人身事故についてどの程度の被害だったのか、概要を教えてもらい

たい。また、昨年４月と７月の事故を除く１２件の物損事故については、重大かつ危険なものはな

かったという理解でよいのか確認したい。                    （京都府） 
 

【回答要旨】 
・ ３０年４月に京都市内で発生した人身事故については、軽傷の事故と承知している。また、その

他の物損事故等については、ガード－レールへの接触、側溝への脱輪などの事故である。いずれに

しても、重大な事故については、これまで通り情報提供に努めたい。    （近畿中部防衛局） 
 

【意見要旨】 
・ 依然として年間十数件の交通事故が発生しているということなので、防衛局と米軍が連携して、

より効果的な事故の未然防止策に全力で取り組んで頂きたい。           （京都府） 
                            

 ・ 本連絡会は、地域住民の安全安心対策のために情報共有を図るものである。これまで、発電機に

よる騒音問題や、飛行制限区域に係る入域調整の問題等について、本連絡会で協議し、解決に向け

て取り組んできた。また、歴代の米軍司令官が地域との友好関係構築に努め、様々な交流事業を通

して、地域住民の米軍に対する信頼感、安心感は高まってきたものと認識している。このような

中、連絡会における交通事故情報の提供が止まったことで、地域の中で不安に思われる方が出てし

まった点については誠に遺憾であり、国において、その責務をしっかりと果たされるようにこの場

で確認させていただきたい。 
   また、交通事故の件については、市議会においても意見をいただいているので、それを紹介する

とともに思いを述べさせていただきたい。 
   市議会においては、交通事故の情報提供がないのはけしからんという意見がある一方で、本当に

問題とされるような事故が起きていて公表されていないのかどうか、側溝にはまったとか、構造物

に接触したとか、小動物が飛び出してよけられなかったとか、自損事故のような軽微なものは問題



4 

ではないのではないか、というような声を聞かせていただいている。 
   米軍関係者等も含めて地域に居住する皆にとって安全で安心なまちづくりを推進するという本連

絡会の設置趣旨から考えれば、事件・事故の防止のために必要な情報はしっかりと提供いただくと

いう前提で、日本国内での情報の取扱いと同じように整理したいという考え方は一定理解できるも

のと考えている。今後とも地域の意見を聞きながら安全安心対策に取り組んでもらいたい。 
（京丹後市） 

 
（２）日米交流等 
【意見要旨】 
・ 先日、日本文化を体験できる茶話会が久美浜の稲葉邸で開催され、大変たくさんの米軍の方々に参

加いただいた。日本の畳の上でお茶を点て、和やかな雰囲気の中で開催されたことをこの場を借りて

報告したい。国際交流協会として、今後も、米軍関係者や外国人居住者の方と地域との交流を深めら

れる機会を作っていきたいと考えているのでよろしくお願いする。    （地域住民代表）        

 
（３）その他 
【意見要旨】 
・ 経ヶ岬通信所に勤務する軍属の方の集合住宅が島津にできて約３年が経過した。安全安心対策と

いう点に関連して、三点ほど申し上げておきたい。 
  一つ目は、集合住宅の敷地の出入り口が当初危険な道路に面していたため、交通事故の発生を心配

していたが、その後、住宅の北側に駐車場が設けられ、別の見通しの良い道路沿いに出入り口を変え

たので、その不安は解消されていること。 
  二つ目は、言葉の違いなどから地域住民とのトラブルが発生するのではないかと心配していたが、

この約３年間で事件や住民とのトラブルは１件も発生しておらず、安堵していること。 
  三つ目は、二十四時間交代制で勤めると聞いていたので、通勤の際の事故の問題を心配していた

が、当初の約束通り、ワゴン車で集団通勤を続けていることを確認していること。 
  この三点については、今後も続くようにお願いしたい。          （地域住民代表） 
             

以上 


